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年頭のご挨拶にかえて

支部長

　

小寺千明

　

友の会の皆さん

　

寒い毎日が続いマいますが．新しい年を迎

穴.いかがａ過ごしマヽしょうか．

　

昨年の年頭の挨拶では、社会情勢の変化け件．マ変わらざゐ

を得なくなってきている最近の活動(刀現状、そして「ダぜ私達

の先輩が思着会をつくらなければならなか丿乙のか」靴原点

に立'ち退．マ考えマほしいと滸えましt'-.

　

その､ﾔ､で、昨年の支部総会で以遠内各地より今まマにびい八

くさんの参加秀があっ八こと．そしてそこで万され八討議は、

友の会にとってしまた参加され八会同の皆さんにとっフレ

いろいろプy意昧マ･ひとっの成果であっ八と思い了乱八だこの

成果をこれて終わらせゐ(ｱ･マ･μなく．これからの活動に役立マ

マいくとと蛸八この気持ちを常に符ち挾にマしツハいと思い

衣風

　

そ叫巴の活動とし乙機関紙≒ヽちばんぼゾ剛2則0日号が

発行でさまぜんて･し批そしマ前号でお知らぜしマい仁旭川で

の廃部総会開催と今号てで)医療講演詩兼が実現不可能ツんて

しまいましへ栗しみにしマい穴会員の皆さんにμ本当に申し

訳ありませんでし几

　

今年は計画のハマ方乙含めＴ反省すべ芦とこ利丿万百しマ、

-
-
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また新八な気持ちで･活動を統巾にさ匹ヽと思いＪ玉今年も

どうぞよろしく打っ５合丿下ぐへ

-

－ご゛

いつもごくろうポま…／’｀ｙ一ヽＶ／--・・ｋ

へ視知方々匹っ今年の把負な

ヱ鈷vTm
LtT3

いゐが｀､最近昨り坤を考慮に人かで一歩前進、

半歩後退､これで決まり

く叉櫛形小寺千明

1.自分らしく生きること．（人に刄石されたくない）

2.ゆいﾉじりあゐ生活をすろこ乙

3､友の会川士事に追いまくられないように可ふこ乙

4.何に対しても感じゐ心を将ち続け八い．

5.入院藻ゐごとなく元気でいたい．

〈事務局〉瀬賀史子

●･茸鹸をつみ重ねゐほど･に今年の抱負など頑に浮かんで

さません罷今年限りというのではなくにれから一生の希

望としてプそれそ夥の立場を認められゐ柔軟性９ある,ｕヽを

符ち続けゐことが出釆匹…と願バいま竃あ卵体刀維

修好奇心旺盛マ首1に励みま菟々年も宜しく糾類いしま胤

〈監査〉浦釣愛子

- ２一一



●･発病して20年和Jが過ぎました．そ(ｱ･間いっ豺

追いかけられゐように毎日を過ごしてｊ八ように戮

今年μヶいんびりして.自分昨年齢.体力に柘たま活

をし八いと思丿います．

♂/ご‾‾・~べ

･・あらr'■J^^考えゐと難しいことマ･４が,常に心がけ

勧↑ればと思っ７いゐこと17≒無理せずﾏｲﾉでてかつ．

まわりに迷惑のかからプハヽ程度に漕きなこぬ勧こ

とかなと11ヽつマいますド子き万｀ことと盲っても限られﾏくゐ

けど≒ストしス解消になればいいと思衣いＪ竃

く運営番町加藤留兼子

卜゛ﾒり八りのあゐ行動的な一年を過ごず七､､ヽう

言葉を常に臼分に盲いさかせなが友今年一斗を

過ごそうヒ思っていま竃

〈通営委員〉大ヌス子

･･昨年より私も微力ながら運営委回の一人と.しマ｢逮営委員例日

ぷ席させぺい仁仁いマイ哺て頬張.事務局‥..の方々(7,やバごらが

八ご苦労や大変㈲)し吋しわヵ≒がたと昔に.今まであまりにか頌の

方々に甘え過ぎていたんだなあと.私やに尽省してお･は竃

　

今年からは友口会tﾕ誰の長7酒な（私達みんなの会なのです

から,膳寸んにもい肌ヽうお手伝いいZゾムバ浦叱乱と.多くの人達

に友の会の存在を知っ勁らうと共に会員同高ヽが交流を悍め胆ヽ

お互いに艇貳を交誘し合衣子んﾌﾟ八手で蔦義のあゐ友７渥ヽ釧卜て

行くことヵ咄来がばとか,マ秘は竃と,うぞよろしくれ鼎い致しぽす．

-

〈運鮮回〉滝本臨よｰり
３-
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ﾉら岫ぷり目－９－
瀬圓河囮瀬
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令年もたくさんG･､皆様より年賀机をい雄勁まし/≒。こａ

場をヵ川フ厚くお礼申しょげま呪希望に満ちた僻耳､「今年

こそ屯と誘意を新たにし八祥子など(7･おハガ戻を咎く拝見

し、大震蝶しく思いま工

　

ここにお名前のみご紹介jｔマい鳶だぎぽ筧C順不鳳敬称略)

　

・全国膠原病友の会本部

　　　

寺山ゑみ

　

・

　　

･･

　　

察知県支部栗副

　

・

　　　

ヽ

　　　

岡山支部

　

六野恵子

　

・

　　

〃

　　　

東京支部河ｵ俑澄

　

・

　　

・

　　

兵庫県支部峯岸芙智子､引Q一同

　

・

　　

・

　　

滋賀東部事務局

　

・

　　

ヽ

　　

鹿児島支部漬勝芙悪子､役員づ

　

・

　　

・

　　　

奈採支部

　

好う尺由兼子､役員一同

　

・

　　

、

　　

京都支部岩井和子段員一同

　

・

　　

、

　　

群馬県支部がエ正江

　

・

　　

・

　　　

関西フ石ヴフ松林文子

　

・　　・　　　振島県支部山田元久

　

・

　　　

・

　　　

寸葉支部

　

杉山ひろみ

　

・

　　

・

　　　

宮城県支部今野京子。役買一同

一斗-



・茨木市

・東京都

り山台市

・札幌市

φ

り

/y

・釧路市

・冴川斧

・北見市

・帯広市

･旭川市

ぶ島町

安私尚芙

佐藤エミ子

栽妻茂子

さかんし印刷

荒木マツ子

深尾荘子

林田侑子

誦

　

厚子

長谷山順子

片桐幸子

山崎あさ

佐々木由紀子

高松美知子

浦郁小夜子

鈴港齢子

三谷真千子

信本和芙

荒尾みや子

孫山房子

野刹‾典子

⑤
器
番
筧
ブ
ノ
ヶ

元
首
九
才
犬
◇
①

高鵬芳江

ｲ尹知犯君子＿５＿

･奈庶市

・川口市

・釧路市

深川す

北見亨

ａ

　　

？

・帯広市

・旭川市

Ｑ

　　

タ

工別市

藤衣征子

森田かよ子

西釆武沿

渡辺弘子

藤岡妙子

立川冨芙子

岸田敏雄

渡部清深

畑中要子

河村綾子

中野渡鳥子

大沢久子

石垣サト工

関川みよ

新田啄千

加藤禎子

堀畑ま勺

金田律子

長坂田英子

稲章一子

小が真智子

植村百合子



･苫小牧市

　　

中村アタ

川ヽ聘市

　

柳渾郁子

・富衣野市

　

禄山

　

都

・芦別市

　　

竹田六万子

・函館市

　　

小林テイ

・千歳市

　　

西野芳子

･えりも町

　

西野智液

･上ﾉ国町

　

国下喜代子

･渋中町

　

小野夕善子

･よ砂川町

　

清水五郎

･岩内町

　

高橋戻智子

･興部町

　

佐野志津子

・芽室町

　　

今前美子

･長躊県長与町入うエ示稔子

・苫小牧市

　　

伊藤珊裕

・名寄市

　　

藤田郁子

・芦別市

　　

佐藤文子

･函館市

　　

船樹玲子

･根室市

　

別所夫二

・干歳車

　　

荒井ヨシ子

･今金町

　

小隅千秋

･上磯町

　

秋元清英

･中標津町

　

古瀬京子

･叉横町

　　

高野由香

･よ渚滑町

　

宮訳ヤヌ子

･速軽町

　

佐藤辛子

・よ幌町

　　

大野ひとみ

･清里町

　　

吉倉亜紀子

く曖知〉

●黒谷怖司

　

拝啓．初雪川9悦が聞かれる項しな･ほし八、「いちぱんばし」

の月号ありがとうごダいまし几お八よリコーすーを読み、嬉

しく又お撲りしま菟

　

喫知県鳳来町の黒谷フブバエ事はＪＲ束海（力ｍ舎の駅に勤暮

していま乱､駅員１名ののんぴ帽し八､駅マズが、ＳＬどの私に
- ６



　

μ目分を見直葺時間も自己管丿哩芒丿出華．マイペ一ヌフ･頑張･･マ

　

いまず．ウフ鳳未町じしマ机儒知県のどこか見当力つかな

　

いと思います(7,て紹介し乏玉近くにに古戦場の長篠城址があ

　

リ．ここは武田軍・殲田軍連合と琉川軍の戦い乙初めマ鉄砲

　

が僕用寸れ八場所として為名で貳又．霊烏仏法僧マ侑名か鳳

　

孝苛山もみト山深い名所(7･多い所で毎日ボ森林浴気分で兎

晰て結婚10年の私には子ｲ共に思まれなかぐヱマす（半

　

年前に名古屋医師会へ子供を貰う申し込みをして、生禅｜週間

　

目の男子を、すでに子室に庖ま札ましア≒－日一曰成長が栞し

　

みて≒家庭司丿病気で暗くなロが｀ちな毎日でし几が、明ゐく楽

　

しい生活となりＪした．みなさん．何事もただ将つ加持万万

　

自分に出畢ゐ行動を何てヽも積極的に行っマみぽしょう．人生思

　

ぐがけなく膏ゐものです私もマイペースで頑張っていＪす．

　　

北海道友巾会のみなヴん、これからますます寒くｱいは乱

　

目己管理して頑張りましょう．

やっと集め川０八分です
〈釧路市〉鈴木裕子

　

朝晩の冷え込みが薦くなっマきましたが。皆ｵれヽかが衷選ご

しでしょうか。このﾉずに写真を送っマい/≒だｊどうもかけ≒

うございぼし几すびいかもしれま･忙ん（尊金とう所に送金

さ七てい八穴万Ｊし八。哭は禾の会から署名用紙力僥られマく
- ７-
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ゐ前に．難病連彩|路支影長のよ田さんから用紙を浦され．ボラ

ンティア関ｲ系や仁事珊係の人達な訓00人分をやっと集ぬたあ

びへたもので１から、とうしょうかと混いましたがづ(匁､に

か10ん確保できまし几乃でここにお送り致しま１．どうそよろ
一一一一一一一一一－

〈帯広市〉
・福島寿子

しくお願い致しま１．

自＠ａ⑥

図こういう気荷ちが大変うれしいので劃

　

ひいﾉ刊00ﾒ､分を募､ﾀﾞ1ゐより.10人刊0

　

/り

　

と思いま菟

初めて全道集会に参加し１した

唇９面＠

８－

　

朝夕め・､ｙJ寒くなり冬も問鎧:のこの項で寸が｀､七］何お過ご

しでしようか．夏の全道大会本当に御苦労梓でし昌写真まで

謎っマいかプでき嬉しくて大切にしjト.マあ･は毫

　

と･うぞ）有難

うごで卜まし八．初めて参ｳにせ乙ヽ/回八プリマ･す（皆祥

方の熱心な活動、患者さん方の積極的万ヽ態環ト感心ボせられま

した．

　

これから寒ｊに向かいます（抄本大才刀に頑張丿下牡ヽ．

今後共よろしくお願い申しょげま竃



９Ｊ９心事務局力⑤⑩窓知昌世らぬ叙９
一平成2年1月3旧現在－

『ご寄付いｸﾞ1だきまし八.

　　

・今井渚三測

　

10,000円

　　

・堀畑まっよ測

　　

・西野芳子肩

　

I,０００円

　　

・大通雅裕祥

　　

・山口妙子肩

　

り,000円

　　　　　　　　　　　　　　

☆ありがとうご

『新しく入会された方達７’す.

　　

・久保田百合子(SLE, S34-.10.2生）

・成田紗憂夏（Ｓぼ，S雷丿J9割

井村サヨ子

　

(SLE, S2S.iO.l6±)

・谷藤京子

・山崎直子

佐藤

　

みよ子

　

（祐づし症慄群Sn. 5.71生）

・長尾

　

英千代

　

(SLB. S39.12.6生）

一 ９－

3｡卯0円

　

8叩円

さｕヽましﾌﾞﾐ



・森

　

ヒロ子

　

(SLE. 521.9.27^)

・富樫英子mm. m筋走多邨E筋^, S26.5.4生）

・北上澄子

　

rSしE, 525. 6. S生）

・村田幸頗

・大通雅驀

　

ぼLE, S33.9.5生）

・平井

　

園子

　

fSLE. S39. 9. 2生）

・高楠芙貴

　

ＧＬＥ．Ｓ５Ｕ２６勾

[ｒ住所変更され友方逮マヽオ.

　　

・山崎あｊ

・高祷

　

写

・鈴木雅子

背とごうぞよろしくおｿ頭いしま工

- 旧一一

戸画か



資尿瀕先不明ペマ郵便物がｊしマくゐことがありＪｊのでヽ

　

征所豪更さわ八方は心ず事務局まで･お知らせ

☆罷別区。「手稲区」ぐ札幌市）1才らわたかＪ

」

　

新住所をお知らせ下ポム

七
ｙ X｡≒

J

可

特定疾患の手続きは

　　　　　

もうお済みですか

　

特定疾患医療受給者証の継続申請の手続きはお済みですか、

それぞれの保健所によっては、早めに手続きをするようにうか

がしているところ、またいっさい連絡をしかいところなどさま

ざまです．

まだ千続きをしていない方は．すぐに主治医に個人調査票を記

人してもらい、申請をしてください、

池映射継承揃宋私弛総湯姉宋糾席末強加齢彊ヽ

- □



の
ほ
ど
、
佐
川
昭
北
大
助
手
（
第

二
内
科
）
を
代
表
惜
吊
Ａ
に
発

足
し
た
。
第
一
回
跨
竪
ぷ
二

日
に
開
か
れ
る
が
、
同
語
防
会

で
は
『
症
例
提
示
、
難
解
な
症

例
の
検
討
な
瓦
臨
床
的
な
話
題

分
甲
J
j
に
し
た
会
に
し
て
い
き

た
い
』
と
し
て
い
る
。

　

全
身
の
乏
臓
器
疾
患
で
あ
る

膠
原
病
に
対
ず
る
診
断
、
治
療

は
日
常
の
診
療
の
中
で
も
様
々

の
困
難
性
童
1
1
し
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
。
語
詰
会
は

こ
う
し
た
困
難
性
に
対
し
て
、

臨
床
的
な
症
例
を
中
心
に
検
訂

し
て
い
く
場
を
提
供
し
て
い
こ

人
の
佐
川
助
手
の
ほ
か
、
世
話

人
れ
瘤
原
病
の
遵
内
に
お
け
る

。
主
な
研
究
者
刄
以
か
務
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

第
一
回
誇
防
会
は
一
百
午
後

二
時
か
ら
札
悒
巾
甲
’
ｙ
区
の
中

外
製
薬
封
練
支
店
三
階
会
議
室

（
住
友
商
事
・
フ
カ
ミ
ヤ
大
通

ピ
ル
）
で
開
か
れ
る
が
、
｛
長
期

に
わ
た
ま

状
と
し
た
Ｓ
Ｌ
Ｅ
の
｝
例
』
（
日

柄
記
今
新
院
内
科
）
な
＆
侠

提
示
を
主
体
に
五
題
が
提
供
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

事
務
局
は
北
大
第
二
内
科

（
向
井
正
也
医
師
）
、
勤
医
協
札

幌
丘
珠
病
院
内
科
（
田
村
裕
昭

医
師
）
。
参
加
は
関
心
が
あ
る

医
家
な
ら
【
・
由
だ
が
、
参
和
費

と
し
て
当
日
五
百
円
か
必
畷

　

楸
謡
天
は
次
の
と
お
り
（
敬

称
略
）
。

　

鈴
木
重
男
（
北
大
医
療
枝
術

雅
1
　
ハ
教
授
）
、
河
野
通
史
（
市
立

札
幌
病
院
内
科
）
、
種
市
幸
二

（
北
見
赤
手
旱
病
院
内
科
）
、
今

井
浩
三
宜
医
大
第
一
内
科
）
、

中
茸
秀
紀
（
勤
賂
ぷ
央
病
院

内
科
）

汐--



一般篤志寄付

　　

21,7％／

加盟団体か･
らの会費

収入

物品販売

収入
15％
市町村

道補助金

　

30％

もつと
亥都づくり

卜1,

ｿ

・二二一二二_二∠し二……二･Ｌ

地域の仲間と

地域の医療と福祉の

　　　

／

　　

向上を.グ

相談活動や
。

く

ボランティア

Ｋ

　　　

活動，

１０２,０００円を毎年１回ご寄付下さい

全国の仲間と

　

世界の
Ｊ９と

将来の安定した財源の確保のために

は毎年in2,ooo円の寄付を下さる協

力会員が1万人必要です。２分の１

は、部会(疾病別患者会)や支部の収

入になります。

』

お申込みは北海道難病連または、部会・支部へ

｀－φ

W

　　　　　

(２分の1が部会(疾病別患者会)や支部の収入になります)

入会は札幌市中央区南４条西10丁目

　　　　　

北海道難病センターT E L011 -512-3233

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一



　

へW←
仁あレ旦」型差奥お惹ま

　　　　　

い

例年になく雪が｀多く寒い冬で１が.皆jん､元気にお過

｜

　

ごしでしょうヵヽ．今年もあ．八･う関山ヶ月が過ぎてし

　

｜

！

　

まいましμ．皆寸んむ年頭に心漕ったことがIあったと思バ

　

いま・が宍実行７･きゐように努力しマフ乱ヽ．

　　　　　　

｜
|

　

今号μ支部長年頭の葎拶、各支部･会員から（ｱ･年賀状な：

・ど、お正月号というところで1‾ね．「医療講演会将集号」’
|

がなか尽か実現しませんが、なにせ病人がやぺいゐ会で．

｜

ミ

　

す（ｱ･で大目に見マ下さ､八釆年度中川ま何とか…．．

　　　

Ｅ

ｌ

　

寒い冬そ､．あともう少しの辛抱です．春を跨ちながら乗

｜

１

　

り切りましょう．風邪にμくれく才も気をつけマ下乱ヽ.｜
ｔ

_

　

_･

二し多
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